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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

郡
上
市
の
森
林
・
林
業
の
概
要

　
郡
上
市
１
市
で
構
成
さ
れ
る
当
地
域
は
、
岐
阜
県
の
中
央

部
を
流
れ
る
清
流
長
良
川
の
上
流
に
位
置
し
、
市
の
総
面
積

10
．３
万
ha
の
９
割
を
山
林
が
占
め
る
林
業
地
で
す
。
民
有
林

面
積
は
９
万
ha
で
、
そ
の
う
ち
人
工
林
は
５
万
ha
、
人
工
林

の
49
％
を
ス
ギ
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
約
９
割
が
標
準
伐
期

齢
以
上
に
達
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
適
正
な
林
分
配
置
を
目
指
し
て
、
平
成
29
年
度
か

ら
郡
上
市
独
自
の
森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
図
１
）
を
設
定
し
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
に
市
内
に
大
型
製
材
工
場
が
稼
働
し
た
こ
と
で

木
材
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
建
設
予
定
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
に
よ
る
需
要
の
高
ま
り
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
木
材
生
産
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
広

大
な
森
林
を
如
何
に
適
正
に
管
理
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

岐
阜
県
郡ぐ

じ
ょ
う上
地
域

郡
上
森
林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
を
核
と
し
た

林
業
成
長
産
業
化
の
推
進

図１  2 軸 4 象限の森林ゾーニング

図２  郡上森林マネジメント協議会の概要
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郡
上
森
林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
の

設
立

　
平
成
29
年
度
に
郡
上
地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
を
目
指
す
モ
デ
ル
構
想
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
構
想
を
進

め
る
推
進
組
織
と
し
て
、
平
成
31
年
２
月
に
川
上
か
ら
川
中
、

川
下
ま
で
が
連
携
・
参
画
し
た
中
立
的
機
関
と
し
て
郡
上
森

林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
（
以
下
「
マ
ネ
協
」
と
い
う
）
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

 

主
な
取
組

❶
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
森
林
経
営
管
理
事
業
の
取
組

　
平
成
31
年
４
月
の
森
林
経
営
管
理
制
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
郡
上
市
で
は
地
籍
調
査
の
実
施
率
が
５
％
と
低
く
、
意

向
調
査
を
ど
こ
か
ら
進
め
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
前
記
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
森
林
経
営
計
画
の
策

定
の
有
無
や
過
去
10
年
の
施
業
履
歴
を
も
と
に
、
森
林
経
営

管
理
制
度
に
お
け
る
最
優
先
の
候
補
地
を
37
箇
所
に
絞
り
込

み
、
災
害
リ
ス
ク
を
点
数
化
し
ま
し
た
。
点
数
の
高
い
箇
所

か
つ
民
家
や
公
道
沿
い
の
森
林
か
ら
事
業
を
実
施
す
る
方
針

を
決
定
し
た
こ
と
で
、
制
度
開
始
後
は
意
向
調
査
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

❷
木
材
生
産
の
拡
大
と
再
造
林
対
策

　
市
内
の
大
型
製
材
工
場
等
に
お
い
て
木
材
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
素
材
生
産
量
を
拡
大
で
き
る
よ
う
、
民

間
林
業
事
業
体
等
へ
の
高
性
能
林
業
機
械
導
入
を
促
進
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
の
３
年

間
に
８
社
が
計
17
台
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
か
ら
２
年
に
は
延
べ
８
社
に
対
し
て
生

産
性
・
安
全
性
向
上
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
の
木
材
生
産
量
は
平
成
29
年
度
の
１
０
３
千
㎥
か
ら
令

和
２
年
度
に
は
１
１
４
千
㎥
に
増
加
し
、
生
産
性
は
４
．８
８

㎥
／
人
日
か
ら
６
．８
９
㎥
／
人
日
に
向
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
素
材
生
産
量
と
シ
ス
テ
ム
販
売
が
増
加
し
た
こ
と

か
ら
、
中
間
土
場
を
整
備
す
る
と
と
も
に
ロ
グ
ロ
ー
ダ
２
台

を
導
入
し
、
流
通
の
合
理
化
を
進
め
ま
し
た
。

　
当
地
域
で
は
、
皆
伐
は
森
林
組
合
以
外
の
林
業
事
業
体
、

再
造
林
は
森
林
組
合
が
行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
主

伐
後
の
再
造
林
対
策
と
し
て
、
皆
伐
予
定
地
を
早
期
に
森
林

経
営
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
て
、
令
和
３
年
度
に

森
林
経
営
計
画
制
度
等
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後

も
皆
伐
を
行
う
民
間
林
業
事
業
体
と
再
造
林
を
担
う
森
林
組

合
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　
ま
た
、
当
地
域
で
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
も
取
組
ん
で
い
ま
す
。
郡
上
森
林
組
合

（
生
産
量
50
千
㎥
／
年
）で
は
、各
種
現
場
管
理
を
書
類
で
行
っ

て
お
り
事
務
が
煩
雑
だ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
を
見
直
し
、
令

和
３
年
度
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
り
日
報
等
を
現
場
で
入
力
し
、

生
産
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
事
務

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
４
年
度
に
は
、
ト
ラ
ッ

ク
の
配
車
シ
ス
テ
ム
も
ア
ナ
ロ
グ

か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
関
係
者
に

「
見
え
る
化
」
す
る
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
計
画
で
す
。

❸
加
工
流
通
効
率
化
対
策

　
今
後
、
よ
り
一
層
増
加
が
見
込
ま
れ
る
大
径
材
（
末
口
径

40
㎝
以
上
）
を
加
工
で
き
る
機
械
を
、
大
型
製
材
工
場
に
新

た
に
増
設
し
ま
し
た
（
図
３
）。

今
後
の
取
組

 

　

森
林
経
営
管
理
制
度
や
、
主
伐
・
再
造
林
の
推
進
な
ど
、

今
後
ま
す
ま
す
マ
ネ
協
の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
マ
ネ
協
の
参
加
団
体
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

組
織
強
化
を
図
り
、
郡
上
地
域
の
林
業
成
長
産
業
化
を
一
層

推
進
し
て
い
く
方
針
で
す
。

図３  大径材加工ラインの効果

大径材の根張加工機械

新規導入プロセッサ

生産性向上研修




